
氏名 松本　大

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

大学院博士後期課程
担当科目

なし

通信教育部担当科目 ・平安文学論

・言語文学Ⅰ（一）
・言語文学Ⅱ（一）
・国文学講読（二）
・演習I（二）
・演習II（二）
・中古物語論
・国文学特殊講義
・国文学の世界

専門分野

授業科目

学部担当科目

令　和　元　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

中古文学会・和歌文学会・日本文学協会・大阪大学国語国文学会・大阪大学古代中世文学研究
会・東京学芸大学国語国文学会・ヨーロッパ日本研究協会（European Association for Japanese
Studies, EAJS）

『源氏物語』を中心とする平安文学作品の享受・注釈書に関する研究

大阪大学大学院文学研究科博士後期課程文化表現論専攻修了

文学（博士）（大阪大学 2015・3）

中古文学

最終学歴

　【研究上の特記事項】

　研究対象は、『源氏物語』の注釈書・享受資料である。特に四辻善成『河海抄』を中心とする。
　研究の特色は、各地に残された各注釈書・享受資料の伝本調査を行い、本文系統の見直しを
基盤とした上で、注記増補の特徴や性質、さらには注釈書成立の背後にある学問体系との関係を
明らかにする点である。これらの成果により、令和元年度に第12回日本古典文学学術賞の栄誉に
あずかることが出来た（本学では、業績よりも年齢（年功ではない）が重視されるため、業績は全く
適切に評価されていないが）。
　平成29年度～平成32年度科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金・若手Ｂ）、研究代
表者。研究課題名「『河海抄』を中心とした室町期源氏学の動向と展開に関する基礎的研究」（課
題番号：17K13402）。
　平成30年度～平成33年度科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金・基盤Ｂ）、研究分
担者。研究課題名「近世において文庫を創設・形成した大名に関する総合的研究」（課題番号：
18H00647）（研究代表者：前田雅之（明星大学））

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・国文学特論
・中古文学特論
・伝承論特殊講義I
・伝承論特殊講義II
・日本言語文化論

授業においては、事前の自主学習が十分になされるように指導し、必要に応じて授業時間外に個
別の質問等に答えるように配慮している。使用する資料等はあらかじめ配布し、予習・復習が効率
よく、かつ充実したものとなるよう助言を行っている。演習科目については、学生同士の意見交換
を積極的に促しており、問題・課題の把握とその解決方法の発見を、学生自身が主体的に行うこと
の出来る授業環境を心掛けている。また、週に一度、学生主体の自主勉強会も開催している。こ
れらの成果により、平成30年度奈良大学教育貢献表彰を受けた。



　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

・入学試験委員会委員
・図書館委員会委員
・大学入試センター試験実施委員会委員
・学長候補者選挙管理委員会委員
・国文学科予算委員
・書道部・顧問
・奈良大学かるたサークル・顧問
・仮面ライダー研究会・顧問

・中古文学会委員（6月～）
・中古文学会関西部会運営委員
・和歌文学会委員
・和歌文学会関西例会委員
・大阪大学国語国文学会運営委員
・朝日新聞社・中古文学会主催シンポジウム「人がつなぐ『源氏物語』—新発見「若紫」をめぐって
—」・事務局担当
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pp.73-88

⑤奈良大学図書館の貴重古典
籍

2020年3月28日
第305回大阪大学古代
中世文学研究会

学校法人奈良大学編
『奈良の文学とこと
ば』，ナカニシヤ出版

2017年度～2020年度 日本学術振興会

2020年3月

2019年9月21日

日本学術振興会

人間文化研究機構国
文学研究資料館賛助
会日本古典文学学術
賞選考委員会

奈良大学図書館

第300回大阪大学古代
中世文学研究会・300
回記念企画「院生時代
とキャリア形成を振り返
る」

2018年度～2021年度

2019年10月

2019年6月4日
～

2019年7月16日

pp.82-96,査読有

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

『中古文学』
第104号

2019年11月

研究業績[著書、学術論文等]

（学術論文）

著書､学術論文等の名称

受賞対象：拙著『源氏物語古注釈書の
研究―『河海抄』を中心とした中世源氏
学の諸相―』（和泉書院,2018）

pp.76-79,査読誌依頼論文

於：大阪大学，査読無

課題番号：18H00647
研究課題名：近世において文庫を創
設・形成した大名に関する総合的研究
（研究代表者：前田雅之（明星大学））

課題番号：17K13402
研究課題名：『河海抄』を中心とした室
町期源氏学の動向と展開に関する基礎
的研究

『日本文学』
第69巻第1号

③第12回日本古典文学学術賞

（その他）

②失われた作品享受―『源氏
釈』の物語世界―

（学会発表）

①科学研究費助成事業（学術
研究助成基金助成金・若手Ｂ）・
研究代表者

①『源氏物語詞散』の紹介―詞
としての『源氏物語』享受の一端
―

2020年1月

①『花鳥余情』における『河海
抄』利用の実相

②学研究費助成事業（学術研
究助成基金助成金・基盤Ｂ）・研
究分担者

於：大阪大学，依頼講演
⑥研究者になるまでのキャリア
形成とターニングポイント

於：奈良大学図書館展示室，科研費成
果公開（若手研究(Ｂ)・課題番号：
17K13402・研究課題名「『河海抄』を中
心とした室町期源氏学の動向と展開に
関する基礎的研究」）

④奈良大学図書館企画展示
「絵と色紙の『源氏物語』」展・企
画監修


